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趣旨・目標
　
南三陸町唯一の高等学校である志津川高校の生徒数は、2010年には400名在籍していましたが、東日本大震災及び少子化の影響もあり、現在199名まで減少している状況です。
　宮城県教育委員会が平成31年２月に策定した第３期県立高校将来構想では、「・・・（１学年の）適正な学校規模として４～８学級を目安とします。現状で適正規模を満たさない学校については、その学校が所在する地域における高校の在り方を検討した上で、学習環境や課外活動の充実を図ることを目的として再編を検討します。」と記載があります。
　町から高等学校がなくなれば、転出者の増加と転入者の減少を誘引し、人口減少に拍車がかかることは明白です。
　本町では、志津川高校の魅力化の取り組みとして、2016年11月に志津川高校魅力化懇談会を設置し、高校・ＰＴＡ・中学校・町内事業者等のご協力のもと、同校の魅力化に資する取り組みについて議論を重ねて参りました。その議論を経て、2017年６月には県内初となる公営塾「志翔学舎」を校内に開設しております。
　しかしながら、同校への入学者数は2018年度は63名、2019年度は72名にとどまっており、さらに、連携中学校からの進学率も55％前後となっております。
　これまでも関係者間で連携し、志津川高校の魅力化に取り組んで参りましたが、過疎化や少子化などの影響により、定員割れが続いており、このままでは高校の存続が困難になることが予想されます。
　高校は「未来を担う人材」を育成する存在として、生徒や保護者はもちろんのこと、地域の発展に非常に重要な役割を担っています。
　志津川高校の維持・存続には多くの課題が存在します。この課題に対して、高校・ＰＴＡ・中学校・地域・町が一体となり、総合的かつ体系的な取り組みを進めていく必要があると考えています。
　本協議会では、志津川高校が目指す将来像を定めるとともに、その実現に向けた取り組みや役割分担を共有し、高校のさらなる魅力化・活性化の推進を目指すため、今後５年間（令和２年度～６年度）を期間とした、『第１期志津川高校魅力化構想』を令和２年３月中に策定することを目標とします。


志津川高校魅力化のこれまでの経緯と今後の計画
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